
 

                                                   Ｈ３０．２．５ 

日 時 平成３０年２月５日（火）１９時００分～２０時１５分 

場 所 高松市医師会館 ２階小会議室 

出席者 
■ 吉澤委員長 ■ 大原部会長 □ 安藤委員 ■ 大橋委員 ■長内委員  

７人 ■ 木村委員 ■ 永岡委員 □ 中村委員 ■ 古川委員  

事務局 
高松市医師会事務局 山地係長、真鍋氏 

高松市地域包括ケア推進室 徳重室長、香川室長補佐、西村 

 

５人 

議 題 

１ 平成２９年度 多職種連携研修会の報告及びアンケート集計結果について 

２ 在宅医療・介護連携推進事業 啓発媒体（ポスター）の検討について 

３ その他 

結 果 

１ 平成２９年度 多職種連携研修会の報告及びアンケート集計結果について 

 (１) 内容、参加者数の報告 

→研修会とアンケートの結果報告あり 

 (２) 次年度の開催に向けた検討（開催時期や形式などについて） 

○ご意見 

・小澤先生は好評であったが、来年度は同じ講師にこだわらず、別の講師にしてはどうか 

・時間は半日くらいでよい 

   ・訪問看護は、土曜日の訪問が多いので、管理者が出席しにくい 

   ・退院調整・地域連携打ち合わせ会と似ていると感じている人もいるので、同じようにならな

いようにする 

   ・多く交流が持てなかったので、グループワークや名刺交換の時間が欲しい 

   ・来年度の早い段階で部会を開き、講師の選定をおこなう 

 

２ 在宅医療・介護連携推進事業 啓発媒体（ポスター）の検討について 

 (１) 校正後の原稿（第２校）について 

ポスターは３月末に仕上げたいので、３月中旬までに原稿を固めたい 

○ご意見 

   ・「住まいる」というのは他の市で既に使われている 

   ・キャッチフレーズなら我が家が一番よりは、住まいる療養の方がいい 

   ・お問い合わせではなく、「高松市は在宅医療・介護を推進しています」というのにする 

   ・「在宅医療と介護を推進しています」というのが分かるポスターでなければいけない 

   ・ポスターなので説明的なものではなく、ぱっと見てインパクトがあるようなものにする 

   ・先生や看護師さんの写真を撮るのもいいのではないか 

   ・島のおばあちゃんの後ろ姿などの写真を載せてはどうか 

   ・病気の人より、元気で働いている高齢者の写真をポスターにする方がいいのではないか 

・頑固そうなおじいさんの写真を掲載してインパクトのあるフレーズを入れる（死ぬまで家で

おるけん、家が好きじゃ…等） 

・本人の自己決定支援を応援します。というようなものにする 

・アイモスにフリーの画像や写真はないのか確認する（なければモデルを探す） 

・高松市は在宅医療・介護ができるように考えているというのを伝えるだけのものでいい 

・おじいちゃんと、おばあちゃんのポスターを一枚ずつ作って、ストーリー制を出したらどうか 

→また案が出来次第、メール等で送る 
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